
■法人の概要

■農業参入の概要（参入年度：平成１８年度）

■農業経営の目標（平成２２年）

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の主な特徴と今後の事業展開等

【豚の試験飼育】 【サツマイモの堀取り機械】

有限会社　植田工務店

法人名　有限会社　植田工務店
代表者　代表取締役　植田良二
所在地　〒699-1511 　仁多郡奥出雲町三成６９７－２
設立　　 昭和２８年
資本金　２，０００万円
業種　　 建設業　　　　兼業　酒販
電話　　 ０８５４－５４－０８６３　　FAX　　０８５４－５４－０８７９
Ｅmail　  7kenjin@okuizumo.ne.jp

参入形態　　　直接参入（特定法人）
支援事業の活用

（関連会社）　－－－－－
（業種）　　　　－－－－－

経営規模　　 サツマイモ３ha、奥出雲おろち大根０.５ha、飼料用作物２ha等
従業員等      農業部門　常時従事者１名、臨時雇用２名
販 売 額　　   ５００万円
主な販路　　  酒造業者・菓子製造業者への直接契約出荷、自社による直接販売

　同社では数年前から新分野進出として農業参入を模索。「奥出雲来遠の里づくり特区」認定により、国営農
地開発地の遊休農地活用を図るため企業の農業参入を促進していた奥出雲町（旧横田町）の勧めもあり平
成１７年にアグリ事業部を立ち上げて農業参入。
　参入に当たっては、特定法人貸付事業を活用し、国営開発地内で農地を借入。天候や土壌条件から生じる
生産リスク、事前の消費動向結果等から加工原料としての「サツマイモ」生産を経営の柱とした。

調査研究 整備事業 促進資金 国補助事業

Ｈ１７ Ｈ１８ － －

【取組の主な特徴】
○遊休農地を活用した「エコロジー栽培」、県内・地元食品加工企業等への原料供
給
○奥出雲町内で同時期に農業参入した３社により結成した「ＭＯＨＧ（Make
Okuizumo Healthy Group：奥出雲町健康食品産業生産者協議会）」の連携による
加工・販売の実践
【今後の課題・事業展開】
○「有機ＪＡＳ」認定による「安全・安心・安定」な農産物生産
○他企業や他業種との連携による新品目導入と作付け拡大
○気象災害や獣害回避による安定生産
○地元の歴史や神話にまつわる、ストーリー性の有る商品開発
○自社ブランドの芋焼酎の販売及び芋の加工品研究
○くず芋利用方法（くず芋による豚の飼育試験）

石の上にも三年
　　　 土の上には七年！
 の気持ちで頑張っています

　　代表取締役　　植田良二


